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漉続方法さ牧量ぎの鱒保~量調査。結果1:

第3表の如〈である.

第I群昭和17年三同巴傾向で、生育"の悪い
96%鹿が是も不良で、湛水匝が辰もよく、 7e%

雇がとれにきたいでゐる.

第E群 8 月 6 日より i甚水賦態にせる114~最

も~量多〈、これより i甚水賦態に込'る時期の早

晩tこなるに従ひ大間民於てI枚量が減じた.但し

8は最も悪か"=>1と.11の牧量は常時措水賦態匝

の8の牧量より1&量多かうた.

第E群 ~植;1:於て鴻*賦態の長い匝種収量

'Ifi多かった.但し16は最も悪かった，
第E群の 6月25日より描水賦態じをる 8は第
E群中最も劣り、第E群の6月25日より ';'6%に
せo16は第E群中最も劣つ℃居句、ニのとさよ
り見℃、 6釘2月日頃の土壌水分の襲化は水聞の

生町上悪影響をもたらす様である.

lV 考察及精霊
(1)土壌J~分をヨシスタシトに保った揚合の

結果I!，i甚*抗憩匡最良、 90%匝最悪、 1甚水賦
態匿にきたで70%匝が良かった.

(2)生育初期は{nl賦蕗で、中途よりr*問蹴態

‘ 
にした揚合は、 8月上旬より水割賦態にした直

が最良であった.この直は査期水田賦愚直より

優つfこ.

(3)生育初期を水間賦想三 L、後に畑賦態ざ

した場合は水間服態の期間の畏い匝程大慣によ

かっfこ‘
前年iこ於て生育全期間潜水:m慨した匝が、 8
丹上旬より湛7l<.i報i既Ltこ匝に劣った原因じつい
て「秋落現象」じよるものではないbざ推自析を

下したのではあるが、本昭和18~lこ於ては、 . そ

の解明のために約僚の肥料ぞ施用して試験した

のである.その結果は上挫の如〈前年三同様で

あって、それが「秋落現象」によるものではな

い事を修め得た.卸ち、全期間i甚7}<濯減した匝
の方が、 8月上旬より湛水濯i既した嵐よりも草
真、有数分襲歩合が優って居るこさである.

以上の研究結果は、昭和16・17雨年の試験成

績を碓'聾L.~:わけであるが、 ζのポット試験の.

結果は、買に貰・地に遁用して確控を得なければ

ならない.その結果は*栴直播の陸作に闘する

研究で報告するb

、
水稲，の直播栽培に闘する開究第1報

直播水稲の生育過程jこ闘する研究

農皐士吉岡，金市

1.研賓の幌国 日本の水陪隷培は移植す
る二さを原則さしτゐる。そしてそれは、米委.
2毛作地帯のみならや、米 f 毛作地帯でさへも

一般に行はれてゐるのである。米若~2 毛作地帯

に於古水産tj惨植民培さねでゐるのは、水侶の
婚種朗に併地th~J裏作委によって被はれてゐる

から芳あり、米1毛作地帯に於1:*慣が穆布車種

培されτゐるのは、.水稲の掻種明に無温が向、 ， 
低いからであるさいはれτゐる.しかし2毛作
地帯の直婚は喝事聞に行ふこミによりて解決さ

れ、 1毛作地帯での移植栽培は、北海道に於"'(;'

は気温低<J}t踏め生育期間短かさが般に、却っ

て移植による生育の遅延をさけて直和哉培が主

宅 章

さしτ行はれ?てゐるさころから&てち明かなや
うに、水稲の渉植は絶tJ的必要事ではない色の
の如〈である 叉、庚、〈世界の稲作方法を見て

も、最も原始的な南方め調作に直情栽溶訟が多

〈行はねてゐるカぽ思へ1-.(、単位面積首の~庄
の最も高いヌベ4ンや4タリーの稲作に直橋Il

培法が多く行はれてゐる.それ故に、*拐の

直情哉培法か原始的な技術であるさはいい得必

ぃ.否却って惨植栽唱法こそは入の手じよって

稲苗を 1株4つ本悶に挿挟ずるのであるから、
鼻働技術的には最も原始的な稲作法であるさい

はねばなら芯ト.しかして、原始的な挿棋の問

題の解決は、将来の日本水問農業技術の飛躍的

.;_ 29 - (29) 
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積良舟1:めに必要であ2;.ニの問題の解決は、

それが如何に切賓に要請されてゐゃうさも、そ

れは決しτ婆意的に解決されるものではな〈で
、.必宇や科事的模様悩基いて解決されなければ

ならない.かかる意味11:於τ、吾々は、先守、
水帽の惨植が水稲のためtc第一義的必要な操作

かrう.かをたしかめるため、昭和17年にきたの如
き試験を施行したp

1.研賓の方法 ポヅトー直侮'6糎、深さ
約2(')糎の亜鉛製ポ 7トを使用。土壌肥料一首所

闘揚表土の風乾しにもの1ポット営 3・号匠、棉

賓油粕 4♂瓦、木灰2瓦.r全量原肥、漕瓶一全

期間i甚水瀧j既.品種一水槽旭種 措麗-1週間
浸種後 5 月 ~7日に 1 ポット首 9 粒播種、後生育

中庸なものを費して3本立さした.移植一移植

匝は 6月25日民帽を抜取り、根部を‘洗ひ同一ポ

ットに挿換した.生育調査一1週間毎に草丈、

分譲の調査をせり。

i研究の結果
(1)直f香水稲の生育 直播水稲の生育過程在

移植さ比較検 第 I表直措・移植栢の生

討するに、第 宵過程比較

1表に示す如

〈直情簡に比

し、穆植匝は

移披直後草丈

に於τ約1週
問、分嘆に於

τ約2週間の
生育停滞を示

してゐる.ニ

の生育停滞が

生宵の末期迄

に草丈は回復

するも、分譲

に於ては直描.

匝より少〈、

迫付〈こさが

出来ない.直

矯}J<.摘の生育

調査
月日

6. 3 

10 

17 

剖

7. 1 

8 

15 

22 

29 

8.5 

12 

19 

26 

9. 2 

9 

16 

23 

草丈〈巴m) 分議く本}

直播[蜘直燭!移植

4.2 4.3 3.0 3.0 

17;0 18.6 3.0 3.0 

26.1 31.2 7.3 9.0 

39.2 42.7 9.7 11.7 

43.1 48.S 19.0. 14.0 

52.7 56.8 26.7 14.0 

o7.9 65.3 39.0 22.7 

65.5 68.2 42.7 27.3 

69.6 74.1 39心 26.7 

73.7 76.7 35.0 25.3 

76.4 77.8 30.7 230 

80.1 79.3 28.0 22.0 

823 81.1 2o.7 19.0 

84.4 84.9 25.p 18.7 

90.4， 92.5 泊.7 18心
90.6 93.2 23.7 18.0 

回.7 93.5. 23.7 18.0 

過程が順調なるに封し、移植匝は移植のために・

生育が1時停頓した.

(2)直播水稲の牧垂水宿生育過程の終極果占

である牧量に説ては第2表に示す如えである.

それに依れば、宜婚摺の方が得長、穂畏短〈、

第2表直播穆植栢の牧量比較 親粒敷並に

調盗事項〈帥)I直播
出 穂 敏(本〉 24 

惇 援(cm) 56.0 

穂 長(cm) 13.8 

収 粒 数(粒〉 t1回

穂の根粒敏く粒〉 4S 

結買籾粒敵く粒〉 11白

結賓籾置璽くgr) 28.69 

枇 敏〈粒〉 53 

総乾駒璽量くgr) 78.p 

移植

13 

59.9 

16.2 

1122 

62 

1055 

28.81 

67 

72.2 

結賓籾粒撃

の多いにも

かかはら守

1穂の腕粒

敢並に桔賓

籾重量の少

いのは、直

情幅の分襲

本数が著し

4多いから
であるc ~p 

ち、ポットミいふ限られた土壌肥料保件の一日二

於て生昆 Lt:閣であιる故、分譲散の~い場合に

は梓長、摺畏短〈、 1穂の籾粒散の少いのは営

然であり、叉、少置の肥料を原肥に全部興へ士

ため、幼臨形成期以後に幾分肥料不足の紙態ー

に陥ったからである。その程度は初期の生育の

盛んであった直矯匝に於て特に著しいからであ

る。それは、直矯匝の方が結賓籾鞍数多いにか

かはらすヘその重量が少い結果を示して居るニ

さで解るのであるu

IV・考察直矯水稲の生育過程を移値のそ
れさ此飲すれば、商l者が順調な生育喜子辿るの巳

反し、後者は移植を契機さして生育がー時停滞

したこさ前述の如〈である。水稲韓培i二於てー

般に行はれてゐるごニちの診植なる操作はJJ<.簡

の第ー義的要請I手基〈ものでな〈、栽培上の第

二義的要求から行はれてゐるにすぎないのであ

る.

水稲の毅培上の第二義的要求から移植が行は

れる揚合の基本的なるものは、 2毛作聞に於吃

は、水稲の播種羽に本自が裏作穿巳よって被は

れてゐるためであり、又雑草の費生多いためで

ある。 1毛作悶に於τは、雑草の費生多いため
である@この水商移植に闘する 1，つの基本的な

.問題は、第Iには水稲を多聞κ直矯するこさに
よ"?て、第2には除草方捷の改良、就中、水猫

の栽植方式を改めて畜力又は機鶴3りによる除草
横骨髄使するニさによって解決さるべき問題で

あり-、従つで叉、解決し得る問題である。

V.欄聖水宿直揮の科率的根擦ぞ探究寸
く却〉 ム 30-



るために、直播水稽の生育温程を移植のそれき

比較検討して次の結果を得ft_o

(1)直傍JJ<.稲の生育過程は順調であるが、移

植のそれは移椋によって]時生育は停滞する.

. (2)移紘が直播i二比しτ稲の生育上特に有利
なりさ主主ふ賦~認めない.

cn現賓の水稲栽培に於ぞー般i二行はれτゐ
る移植は、水稲そのものの第一義的な必要に基

〈ものではなくて義培上の第二義的な要求に基

〈ものであるから、それは別に解決さるべき問

題でありν往つ官、又、解決し得る問題であ
る.

水稲の直播栽培に闘す3研究第2報
直播水稲の陸作に闘する研究(その1)

農事士宮岡金市 宅章

1.研買の隈題 吾々が基礎的研究さじて そして6月中切に裏金刈取り、撒町中耕、除草

ポツ干にて行った「水稲の漉慨に闘する研究l を行ひ、分襲終了後7月下旬に陸稲韓培の如5
4農態研究、 34.36傘、農業及園事、 2(')18-4蹴 畦聞の土そ南側の倍に土寄しで畦を立て、畦溝

iこ掲載)によって明らかにせられたさころは、 を疏71<.謹j隠さし、幼憾形成期前の8月1日tJ、ら9

幼穂形成期前までの水稲生育の前学期は、王壊 月10同の出f密閉まで雨天の日を除き毎日 1回畦

水分が飽和実量の70%、あれば搭水枕態ミ盛りな. 溝iこ流7~ì謹獅をした。砂質の畑地であるから、
き生育をなすといふこさであり、叉、弱憾形成 擢j低水は湖水するこさな〈、揚水ポシブの漣時

期制より充分CT)漉j債をなせば、最も良き締果ゃ 停止さ共lこ溶透して、しまったのであるQ 9月16

得る古いふこさである。呆しでも掠宮ば、賓地の 日以後は摘の葉が萎凋する時にのみ流水謹携を

義培に於て幼摺形成期的から梢A頻繁に温水す したのでt)る。その結果、立浪な水稲が陸作き

れば、水簡が畑地に於でも陸作され得る筈であ ‘'れ得、衣に調査bた域績を官E越する。

る。これは賓地試強占ニ於て憤誼されなければな . I・研究の結果
らない問題である。この問題は、漏水田に於は くね桑閣を開懇し、甘藷を栽培しτゐた畑地
る揚水ポンプによる合理的・経済的な濫i蹴方法 の芽間へ水稲を直矯し、幼穂形成期直前から 1

を確立するためにも、護漏水の不足地に於ける 日1回世識に流水濯i既し大陸作水稲。

新開墾地に水稲作哉培を可能にするためにも、 (2)桑園令開墾し、陸宿舎栽培してゐた自然

. 71<.棺の陸作に闘する研究協必要訣「べからざる 樺概の可能なところの畑地の穿間へ水摘を直鰭

もみであ話 し、幼欄形清明前か5出来るt:けi甚71<.猫概した
E・研究の方法 河川昨の桑閣を開墾して 牛陸作水稽.

各作に妻、夏作に甘藷、陸栢等を韓培して，ゐた (3) 従来から71<.帽をi甚水謹海移植哉培してゐ

畑i二、米t1j増産のために石油費動機3と原動力三 ?こ伊地の穿間人水簡を直矯し、幼穂形成期前か

ナる揚水ポシ:グを据付けて謹i既設備;aじたので らi甚71<.謹j慨した牟陸作水間三、普通湛71<.壇j慎重喜
あるが、謹j低水が凄透して描7，1{するこさが出来 杭栽培と同様の瀦j師会行。?ニ水田作水稿。

学、借コで在来のi甚71'瀦概惨植韓培を行つては め従来から水柄引甚水産概移植哉培してゐ

水稲義培が殆ん品不可能なのであるσこのやう た岡地末、穿刈取後に耕起・整地・代掻して措

な砂慣の新開墾間約 6民歩~農家の積極的11 申 71<.灘瓶移粧哉培した水回作水稲

出によ""て試験地さ l.:f:. その研究結果は表に示して居る如〈であっ

睡聞が1・8尺-2・0尺の菱聞に昭和18年5月I日 主、この結果は段培地の査刈調査~行ったので

水稲 r日之出J並に「近畿25班1等の耐卒性・ ある。それによれば、水稲と調へEも「植i債の
耐病性、特に、稲熱病に強い品種ぞ直槽 ~.d:o. 法則 に徒ふならば陸作するごさが可能である

-~~ ~) 


